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かの新しい希土類中心が考察されたが、中でも Center 1 と名づけられた、最も強い発光を示す中心
は格子間位置に入った Tm イオンとそれを囲み同一平面上にある 4つの Li イオンからできていること












して希土類イオンとしてツリウム (Tm) をドープした。 Tm を入れた場合、更に Li を入れるとルミネ
ッセンスが強化されるという事実は既に知られているので、増井君はこの Li が発光中心にどんな効果
をもたらしているかについて詳細な研究を、主として固体分光学的立場から行った。
その結果発光中心として重要なものはTm に Li が4個配位したいわば不純物クラスターであること
をつきとめた。この結論をうるに至るプロセスで決め手となったのは強磁場下でのゼーマン効果であ
った。
この研究によって従来複雑すぎてあまり手のつかなかったルミネッセンス、とくにその発光中心の
ミクロな物性について新らしい知見を得ることに成功した点、本論文は理学博士の学位論文として十
分の価値あるものと認められる。
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